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女満別の K-scaleについて

今 実

On the K-scale at Memambetsu 

By M1N0Ru KoN 

Abstract 

In order to determine the K・scale at Memambetsu, the frequency distributions were 

calculated，針。m the data from January to December, 1953. comparing with those at twelve 

stations. (Sitka, Niemegk, Cheltenham, Toledo, Tucson, Istanbul・Kandilli, San Juan, 

Teoloyucan, Kakioka, Honolulu, Hunncayo, Watheroo). The correlations with K at Kakioka 

and Kp were studied. As the result of these statistics, the K・scale at Memambetsu was 

determined as follows. 

Lower limits of ranges R for three-hour-range indices K. 
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K-index iこより表現される地磁気擾乱の較差は，磁気的赤道附近を除けば概してe舷気的

緯度lこ比例するから世界各地， K-index を同じ様に表わす為には第1表に示した様な各種

の gauge即ち K-scaleがあり， 乙のlゃから各観測所に適当した scaleを採用しなければ

ならない．

第1表各種の K-scale

K 。 1 2 3 4 5 6 7 8 9 
γ γ ユ｜γ γ γ 

絞
。 3 24 70 120 200 却0。 4 8 30 50 85 140 230 350 

3主 。 5 10 40 120 200 330 500 

の 。 6 12 24 48 145 240 400 600 

下
。 8 15 30 60 105 180 300 500 750 。 10 20 40 80 140 I 240 400 660 1000 

限 。 15 30 印 ｜ 120 210 360 600 1000 1500 

この調査は女満別の K-scaleを決定する為に行ったのであるが，先づK-indexの：段初の

研究i乙寄与した8観測所及び磁気的綿度l乙関して女満別iと近接している観測所の位置並に
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K=9の下限を第2J<Iとか〉げた．

A .., 

第2表各観測所の磁気的位慣と K=gの下限

Geomagnetic I Lower limit 
Lat. [ Long. l K = 9 
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乙れによると女制別はK=9が300γか350γ

のscaleに相当する様1＜：：｝＆，われる.K-scaleの

決定はm界各地の同期間l乙於ける K-indexの
頻度分布が悶ーである乙とに基いて決定きれる

のであるから， 第2去rt1の12の観測所につい
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Fig. 1. Frequency distribution of 
I<-indices (Jan.申 Dec.1953). 

で1953年1年間の頻度分布をとってみた．更に女尚別について K=9が3肋yと350γの両

方の scaleを用いた場合の夫々の頻度分布をとり，乙れらを節3表及び節1図に表わした．

乙れらの関；｝~から考察するに，個々の index については逆の助合もみられるが全般的｛とは，

12観測所の平均頻度分布については勿論，夫々の観測所と比般しでも明かに 35C>yのscale

kより読取った K-indexの方が妥当である織に思われる．図i乙，女渦別の両 scaleによる

頻度数と各観測所のそれとの標準偏差を第3去に附記した．

次に，女糊別の両 scaleによる K-indexと柿問のK及び Kp(planetary-index）暑との

相関を鋪2図に示した．この結果は可成り良い相関が得られ，耐 scaleによる差違は判然と
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女満別の K四scaleについて
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しないが，矢張り 300γ による志のの方がかたよりが大きい様lζ思われる．

以上により，女満別の K四 scaleは次の様｛ζ決定された．
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終りに臨み，有益な助言を頂いた湯村，荒木の間氏lζ謝訟を淡します．
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Fig. 2. Correlation of K-indices between Memambctsu and Kakioka or Kp. 

a . : Mm  vs. Ka, when the lower limit of K-index 9 is 350γ， 
b . : Mm  vs. Ka, // // is 300γ， 
c . : Mm  vs. Kp, // // is 350γ， 
d. : Mm  vs. Kp, // // is 300γ， 
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